
分野：特別支援教育

Ⅰ　主題設定の理由

本校高等部卒業生Ａさんは、一般就労の希望を叶えたものの、一年も経たず

に離職をしてしまった。Ａさんに理由を尋ねると「この仕事が本当に自分に合っ

ていて、やりたい仕事だったのか分からなくなった」と話した。

Ａさんが高等部３年生のとき、面接等に向けて履歴書を書く際に「自分の長

所と短所は？」「配慮してほしいことは？」について書くことができず、卒業

間近にもかかわらず自己理解が進んでいないことが思い起こされた。本校の過

去５年間における一般就労を叶えた卒業生は21名いるが、１年以内に離職をし

た生徒は９名で、Ａさん同様、自己理解に乏しく、作業学習や現場実習等の就

労に向けた学習で主体性が発揮されにくいという実態があった。

そこで、自分の長所や短所を適切に理解できる学習を高等部１年生の段階か

ら計画的に行えば、自己理解が深まり、就労に向けた学習により主体的に取り

組む態度を養うことができるのではないかと考えた。また、この取り組みが今

後の一般就労をする生徒の離職率の低下につながってほしいと願う。

Ⅱ　研究内容

　生徒の自己理解を深め、就労に向けた学習に主体的に取り組む態度を養うた

め、「進路に関する学習」を計画的に行い、指導内容の工夫を行う。

Ⅲ　研究方法

　以下の対象生徒２名について、「働くために必要な力」（17項目のチェック

表）を基に、自己評価と目標設定を繰り返しながら、自己理解の深まりと学習

態度の変容を検証する。

Ａさん（単独電車通学）

生活面 行動がゆっくり

学習面 集中して取り組むことができる。（漢字検定５級取得）

コミュニケー

ション

大人しい、受け身

Ｂさん（単独電車通学、寄宿舎週１泊利用）

生活面 遅刻傾向、寝坊、夜更かし

学習面 話を聞くのが苦手、自分の気持ちを文書で書くことが苦手

コミュニケー

ション

おしゃべり、自分の話を一方的にしがち

Ⅳ　実践（作業学習、職業）

【高等部３年間における進路決定までの目標】
３年生（決める）

１年生（知る）

２年生（選ぶ） 職場実習を通して、自分に必要

な支援（短所）が得られ、自分

の強み（長所）が発揮できる事

業所を選ぶ。

校外職場実習等を通して、自

分に必要な支援（短所）が得

られ、自分の強み（長所）を

発揮できる業種を考え、挑戦

する。

年度始めの進路学習を通し

て、日中で必要となる支援

（短所）と自分の強み（長

所）を１年間かけて探る。

【令和３年度より実践している学習（作業学習・職業）】
４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

Ⅰ進路に関す

る学習
校内

実習

技能

検定

接客 進

路

Ⅱ

校内

実習

介護 技能

検定

委託

業務

進路

Ⅲ

三者

面談

三者

面談

三者

面談

Ⅴ　主な成果

・年度初めに「進路に関する学習」を設定したことで、「１年後には長所と短

所

が分かるようにしなければならない」という見通しを持つきっかけとなっ

た。

・チェックシートを用いたことで、１年生の段階から自分の課題を把握し、課

題

改善に向けて学習に取り組むことができた。

・２年生前期の段階で、２人とも「４（できる）〜３（だいたいできる）」の

評



価であった。また、Ｂさんについては「企業就労できる」との評価も得るこ

と

ができた。

Ⅵ 今後の課題

　今後の課題として、「働く力」だけでなく「生活する力」や「楽しむ力」

「教科等で育む力」などを有機的に結びつけたカリキュラムを実現できるよう

にすることで自己理解をさらに深め、生徒一人一人が安心して社会へ羽ばたく

ことができるよう個々に応じた課題の把握と支援方法を探っていけるようにし

たい。


